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は
じ
め
に

　
『
辛
酉
紀
行
』
は
茶
道
流
派
・
遠
州
流
に
お
い
て
、
流
祖
で
あ
る
小
堀

政
一
（
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）（
以
下
、
遠
州
と
称
す
）
の
自
筆
本
が

現
存
す
る
著
作
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
紀
行
文
で
あ
る
。
特
に
重
要

視
さ
れ
る
伝
本
は
、
鴻
池
家
旧
蔵
本
（
以
下
、
鴻
池
家
本
と
称
す
）
と
益

田
家
旧
蔵
本
（
以
下
、
益
田
家
本
と
称
す
）
で
あ
る
。
鴻
池
家
本
・
益
田

家
本
は
茶
道
流
派
・
遠
州
流
宗
家
で
あ
る
小
堀
家
に
伝
来
し
た
伝
本
で
あ

り
、
遠
州
流
十
二
代
家
元
で
あ
る
小
堀
宗
慶
氏
に
よ
っ
て
遠
州
自
筆
本
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
宗
慶
氏
は
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
に

確
認
で
き
る
本
文
異
同
か
ら
、
鴻
池
家
本
が
「
原
本
と
考
え
ら
れ
る
」
伝

本
で
あ
り
、
益
田
家
本
は
「
多
少
文
章
を
訂
正
し
た
」
伝
本
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。
し
か
し
宗
慶
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
本
文
異
同
は
二
箇
所
の

み
で
あ
り
、
本
文
全
文
を
通
し
て
の
異
同
の
指
摘
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

二
本
の
成
立
関
係
を
考
察
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
推
考
す
る
。
そ
こ

で
小
稿
に
お
い
て
鴻
池
家
本
の
本
文
全
文
を
提
示
し
、
益
田
家
本
と
の
異

同
を
示
す
。
二
本
間
に
確
認
で
き
る
本
文
異
同
か
ら
、
鴻
池
家
本
・
益
田

家
本
が
遠
州
自
ら
書
写
し
た
初
稿
本
と
改
稿
本
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
こ

と
を
指
摘
す
る
。
な
お
異
同
内
容
の
詳
し
い
分
析
と
鴻
池
家
本
・
益
田
家

本
の
成
立
関
係
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「『
辛
酉
紀
行
』
伝
本

に
関
す
る
研
究
―
鴻
池
家
旧
蔵
本
・
益
田
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
―（

1
（

」
に
述

べ
て
い
る
。

ま
た
遠
州
流
に
お
い
て
定
家
様
が
流
祖
遠
州
か
ら
継
承
さ
れ
る
流
派
の

権
威
を
示
す
書
風
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
定
家
様

で
書
写
さ
れ
た
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
で
あ
る
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
が
遠

州
自
筆
本
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
に
至
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
に
関
す
る
研
究

―
伝
小
堀
遠
州
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―

藤
　
原
　
み
ず
き
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な
お
小
稿
で
取
り
上
げ
る
テ
ク
ス
ト
は
伝
本
に
よ
っ
て
書
名
が
異
な

る
。
小
稿
で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
統
一
書
名
よ
り
、『
辛
酉
紀
行
』
を
用
い
る
。

一
、『
辛
酉
紀
行
』
の
概
要

〈
書
名
〉

書
名
は
現
存
す
る
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
異
な
り
、
次
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト

を
も
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・「
関
東
道
記
」

・「
小
堀
遠
州
侯
道
記
」

・「
小
堀
政
一
紀
行
」

・「
あ
つ
ま
よ
り
の
道
の
き
」

〈
成
立
年
次
〉

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
「
成
立
年
：
元
和
七
年
」
と
あ

る
。『
群
書
解
題
』（
井
上
豊
氏
執
筆
項（

2
（

）
は
、『
辛
酉
紀
行
』
十
月
四
日

条
の
「
是
ま
で
旅
の
向
後
の
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に
、
な
に
な
ら
ぬ
お
か

し
き
こ
と
ど
も
筆
に
ま
か
せ
侍
る
。
今
は
ゝ
や
お
ほ
や
け
事
な
ど
さ
し
つ

ど
ひ
て
、
き
の
ふ
の
う
き
も
恋
し
き
程
に
お
ぼ
え
て
都
に
入
ぬ
、」
と
い

う
記
述
か
ら
「
旅
中
書
き
綴
っ
た
も
の
ら
し
い
」
と
指
摘
す
る
。

〈
内
容
〉

『
辛
酉
紀
行
』
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
九
月
二
十
二
日
に
江
戸
を
出

発
し
、
十
月
四
日
に
京
に
着
く
と
い
う
十
三
日
間
の
東
海
道
の
旅
を
書
い

た
紀
行
文
で
あ
る
。
元
和
七
年
に
お
け
る
遠
州
の
行
動
に
つ
い
て
、
藤
田

恒
春
氏
「
小
堀
政
一
の
居
所
と
行
動（

3
（

」
を
確
認
す
る
と
、
九
月
十
七
日
に

は
江
戸
へ
下
向
、十
月
十
九
日
に
は
帰
京
し
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

九
月
十
七
日
江
戸
よ
り
藤
村
三
入
へ
「
鰻
鮨
」
の
礼
状
を
送
っ
て
お

り
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
江
戸
へ
下
向
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る

（「
上
林
家
文
書
」）。（
中
略
）
十
月
十
九
日
西
洞
院
時
慶
は
、
使
者

を
政
一
へ
遣
わ
し
、
十
二
月
十
八
・
二
十
一
日
の
両
日
に
も
書
状
等

を
送
っ
て
い
る
（「
時
慶
卿
記
」）

さ
ら
に
『
源
敬
様
御
代
御
記
録（

4
（

』
元
和
七
年
十
月
朔
日
条
に
、「
小
堀
遠

江
守
・
北
見
五
郎
左
衛
門
御
招
御
振
廻
有
之
」
と
あ
り
、
喜
多
見
勝
忠

（
一
五
六
八
～
一
六
二
八
）
と
と
も
に
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
（
一
六
〇
一

～
一
六
五
〇
）
の
饗
応
を
受
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
辛
酉
紀
行
』

九
月
卅
日
条
に
「
熱
田
の
宮
に
着
一
宿
」、
十
月
一
日
条
に
「
国
守
の
御

も
と
よ
り
殊
懇
に
い
た
は
り
給
ひ
て
」
と
あ
り
、『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』

の
記
述
と
一
致
す
る
。
以
上
の
記
録
か
ら
、『
辛
酉
紀
行
』
が
元
和
七
年
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に
お
け
る
実
際
の
旅
を
記
し
た
作
品
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

〈
特
色
〉

主
に
和
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
本
文
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。『
群
書
解
題
』
に
は
「
洒
落
け
の
多
い
流
暢
な
文
章
で
、
狂

歌
調
の
勝
つ
た
和
歌
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
よ
み
こ
ん
で
あ
つ
て
、
近
世
風
の

特
色
が
見
え
る
。
文
章
で
も
和
歌
で
も
掛
詞
の
技
巧
に
と
く
に
興
味
を
よ

せ
て
い
る
」
と
あ
る
。
加
え
て
『
辛
酉
紀
行
』
に
は
『
古
今
集
』『
新
古

今
集
』
に
収
載
さ
れ
る
和
歌
の
引
用
や
『
伊
勢
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る

王
朝
文
学
を
踏
ま
え
た
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
遠
州
に
実
際
の
旅
を

通
し
て
物
語
的
世
界
を
追
体
験
す
る
意
図
、
王
朝
文
学
を
踏
襲
し
た
作
品

を
執
筆
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
『
辛

酉
紀
行
』
の
特
色
に
つ
い
て
、
井
上
宗
雄
氏
は
「
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
と
も

み
ら
れ
る
が
、
こ
の
紀
行
文
の
基
調
が
、
ま
さ
し
く
古
典
・
古
歌
を
背
負
っ

た
雅
文
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。」
と
指
摘
す
る（

5
（

。
ま
た
小
堀
宗

通
氏
は
「
彼
の
王
朝
文
学
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
理
解
と
素
養
が
窺
わ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
他
の
文
学
と
異
り
極
め
て
気
楽
な
態
度
で
記
さ

れ
て
い
る
だ
け
に
、
一
層
そ
の
感
を
深
く
す
る
。」 

と
指
摘
す
る（

6
（

。
さ
ら

に
森
蘊
氏
は
「
も
と
よ
り
日
記
と
い
う
も
の
は
、
他
人
に
読
ま
せ
る
も
の

で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
遠
州
の
場
合
は
読
者
を
意
識
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
、
ど
こ
か
に
一
つ
の
芸
術
作
品
を
残
す
の
だ
と
い
う
思
慮
が

働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」 

と
指
摘
す
る（

7
（

。

二
、
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
に
つ
い
て

鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
は
、
茶
道
流
派
・
遠
州
流
十
二
代
家
元
で
あ
る

小
堀
宗
慶
氏
に
よ
っ
て
遠
州
自
筆
本
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
伝
本
で
あ

る
。
さ
ら
に
宗
慶
氏
は
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
に
確
認
で
き
る
本
文
異
同

か
ら
、
鴻
池
家
本
が
「
原
本
と
考
え
ら
れ
る
」
伝
本
で
あ
り
、
益
田
家
本

は
「
多
少
文
章
を
訂
正
し
た
」
伝
本
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
鴻
池
家
本
・

益
田
家
本
と
も
に
現
在
の
所
蔵
者
は
不
明
で
あ
り
、
原
本
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
。ど
ち
ら
も
影
印
を
収
載
す
る
図
録
が
存
在
し
て
お
り
、

原
本
は
現
在
ま
で
伝
来
し
て
い
る
と
推
考
さ
れ
る
。
小
稿
で
は
図
録
等
に

収
載
さ
れ
る
影
印
及
び
そ
の
解
説
を
用
い
て
、
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

ま
ず
鴻
池
家
本
の
書
誌
に
つ
い
て
、
小
堀
宗
慶
氏
『
小
堀
遠
州
東
海
道

旅
日
記
上
り
下
り
』（
以
下
、『
旅
日
記
』
と
称
す（

8
（

）
収
載
の
影
印
及
び
そ

の
解
説
よ
り
以
下
に
ま
と
め
る
。
な
お
『
旅
日
記
』
収
載
の
影
印
か
ら
は
、

鴻
池
家
本
の
本
文
全
文
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
筆
者
が
管
見
に
及
ん
だ
限

り
で
は
、『
旅
日
記
』
以
外
に
鴻
池
家
本
の
影
印
を
収
載
す
る
図
録
は
存
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在
し
な
い
。

巻
子
本
一
巻
。
料
紙
に
天
界
二
本
、地
界
一
本
を
引
く
。
内
題
は
な
し
。

外
題
お
よ
び
書
写
奥
書
の
有
無
に
つ
い
て
は
影
印
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
宗
慶
氏
に
よ
る
解
説
に
も
記
載
は
な
い
。
定
家
様
の
筆
蹟
。
鴻
池

家
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、
解
説
に
「
明
治
維
新
の
際
、
小
堀
家
よ
り
出
て
、

一
種
の
巻
は
大
阪
鴻
池
家
に
」
と
あ
り
、
明
治
維
新
ま
で
は
小
堀
家
に
伝

来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
所
蔵
者
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い

が
、
宗
慶
氏
に
よ
る
「
後
記
」
の
記
述
か
ら
一
九
三
八
年
に
は
小
堀
家
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

小
堀
遠
州
の
東
海
道
旅
日
記
を
初
め
て
読
ん
だ
の
は
、
中
学
五
年
生

の
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
丁
度
そ
の
頃
、
遠
州
家
の
書
、
定
家
様
の
勉

強
を
始
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
父
の
許
し
を
得
て
家
蔵
の
書
を
熟
読

す
る
事
を
心
が
け
て
い
た
時
に
、
旅
日
記
に
出
逢
い
ま
し
た
。

次
に
益
田
家
本
の
書
誌
に
つ
い
て
、
主
に
『
遠
州
蔵
帳
図
鑑（

9
（

』
に
収
載

さ
れ
る
影
印
及
び
そ
の
解
説
よ
り
以
下
に
ま
と
め
る
。
な
お
図
録
に
収
載

さ
れ
る
益
田
家
本
の
影
印
は
一
部
の
み
で
あ
り
、
本
文
全
文
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

巻
子
本
一
巻
。
縦
二
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
料
紙
に
天
界
二
本
、

地
界
一
本
を
引
く
。
内
題
な
し
、
箱
書
外
題
に
「
道
之
記
」
と
あ
る
。
書

写
奥
書
な
し
。
定
家
様
の
筆
蹟
。
下
り
の
巻
と
と
も
に
桐
の
内
箱
に
一
巻

ず
つ
、
杉
木
地
の
外
箱
に
二
巻
一
箱
に
納
め
ら
れ
る
。
ま
た
遠
州
の
三
男

で
あ
る
小
堀
権
十
郎
蓬
雪
（
一
六
二
五
～
一
六
九
四
）
な
ら
び
に
小
堀
正

優（
八
世
宗
中
・
一
七
八
六
～
一
八
六
七
）筆
と
さ
れ
る
箱
書
が
あ
る
。『
特

別
展　

小
堀
遠
州
と
そ
の
周
辺
―
寛
永
文
化
を
演
出
し
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
―（

（1
（

』
の
解
説
よ
り
、
以
下
に
箱
書
の
文
面
を
引
用
す
る
。

（
外
箱
蓋
ウ
ハ
書
）

　
　

 

上
下
道
之
記
／
宗
甫
筆
蹟
／
箱
上
書
篷
雪
筆
／
弐
巻
／
但
上
巻
之

箱
政
尹
／
下
巻
乃
箱
政
尹
／
上
箱
書
付
政
広

益
田
家
本
の
伝
来
に
つ
い
て『
旅
日
記
』に
は「
下
り
の
巻
と
一
箱
に
な
っ

て
、
益
田
鈍
翁
に
伝
来
し
て
い
た
」
と
あ
り
、
益
田
鈍
翁
（
一
八
四
八
～

一
九
三
八
）
の
没
年
以
前
に
発
行
さ
れ
た
『
遠
州
会
展
観
図
録（

（（
（

』『
遠
州

蔵
帳
図
鑑
』
に
も
鈍
翁
蔵
の
記
載
が
あ
る
。
鈍
翁
没
後
の
所
蔵
者
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
の
図
録
に
も
記
載
は
な
く
、現
在
の
所
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
宗
慶
氏
は
『
旅
日
記
』
に
お
い
て
鴻
池
家
本
と
益
田
家
本
の
二

本
間
に
確
認
で
き
る
本
文
異
同
か
ら
、
二
本
の
成
立
関
係
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

 

遠
州
自
筆
の
旅
日
記
上
り
の
巻
に
、
原
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
、

多
少
文
章
を
訂
正
し
た
も
の
と
、
二
稿
が
存
在
す
る
。（
中
略
）
両

家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
巻
を
備
さ
に
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ

る
が
、
鴻
池
家
所
蔵
巻
が
先
に
書
か
れ
、
益
田
家
巻
は
文
章
を
前
後
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さ
せ
て
読
み
や
す
く
し
て
あ
り
、
ま
た
、
内
容
を
や
や
詳
し
く
述
べ

た
り
省
略
し
た
り
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、
鴻
池
家
本
を
第
一

稿
、
益
田
家
本
を
第
二
稿
と
し
、

さ
ら
に
異
同
が
確
認
で
き
る
本
文
と
し
て
冒
頭
九
月
廿
二
日
条
を
提
示

し
、「
第
一
稿
と
比
較
す
る
と
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
文
章
が
簡
略

に
な
っ
て
読
み
や
す
い
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
『
旅
日
記
』
に
お
い
て
廿

二
日
条
以
外
に
提
示
さ
れ
る
益
田
家
本
の
本
文
は
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。

一
つ
は
廿
三
日
条
の
解
説
に

第
二
稿
益
田
家
本
の
二
十
三
日
の
条
を
見
る
と
『
廿
三
日
天
晴
月
猶

清　

か
な
河
を
立　

か
た
ひ
ら
里　

藤
沢
を
経
』
と
書
き
出
し
て
い

る
の
で
、

と
あ
り
、
も
う
一
つ
は
廿
九
日
条
の
赤
坂
の
和
歌
に
つ
い
て

　
　

 

益
田
家
本
で
は
歌
は『
雲
晴
て
日
は
あ
か
坂
の
里
と
い
へ
ど
』と
な
っ

て
い
る
。

と
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
の
成
立
関
係
を
指
摘

す
る
に
は
、
二
本
間
に
確
認
で
き
る
本
文
異
同
の
提
示
が
不
十
分
で
あ
る

と
推
考
す
る
。

そ
こ
で
拙
稿
「『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
に
関
す
る
研
究
―
鴻
池
家
旧
蔵
本
・

益
田
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
―（

（1
（

」
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
鴻
池
家

本
の
本
文
全
文
を
提
示
し
、益
田
家
本
と
の
校
異
を
示
す
。
結
論
と
し
て
、

鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
の
二
本
間
に
確
認
で
き
る
異
同
は
、
本
文
全
体
を

通
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
本
文
が
、
ど

ち
ら
も
遠
州
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
異
同
の
内

容
か
ら
も
、
鴻
池
家
本
が
初
稿
本
で
あ
り
益
田
家
本
が
そ
の
改
稿
本
で
あ

る
可
能
性
は
低
く
、
ま
た
遠
州
自
ら
が
書
写
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
可
能

性
も
低
い
と
推
考
さ
れ
る
。

三
、
鴻
池
家
本
の
翻
刻
お
よ
び
益
田
家
本
と
の
校
異

【
凡
例
】

一
、
鴻
池
家
本
の
本
文
は
『
旅
日
記
』
に
収
載
さ
れ
る
影
印
よ
り
確
認
す

る
。

一
、
益
田
家
本
の
本
文
は
影
印
に
よ
っ
て
全
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
益
田
家
本
の
転
写
本
で
あ
る
と
推
考
さ
れ
る
内
閣

文
庫
蔵
『
小
堀
遠
州
侯
道
記
』
を
用
い
て
本
文
を
確
認
す
る（

（1
（

。

一
、
鴻
池
家
本
の
本
文
は
上
段
、
益
田
家
本
の
本
文
は
下
段
に
提
示
し
た
。

一
、
可
能
な
限
り
忠
実
に
翻
刻
す
る
よ
う
に
つ
と
め
、
改
行
に
つ
い
て
も

底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
平
仮
名
・
片
仮
名
は
、
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
踊
り
字
は
、
底
本
の
通
り
に
示
し
た
。
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一
、
底
本
に
存
す
る
校
異
・
付
訓
・
注
記
な
ど
の
類
は
、
可
能
な
限
り
底

本
に
従
っ
て
忠
実
に
示
し
た
。

一
、
校
異
の
掲
出
は
、
相
違
す
る
箇
所
に
丸
数
字
・
傍
線
を
付
し
、
下
段

に
示
し
た
。

一
、
漢
字
の
新
字
・
旧
字
・
異
体
字
、
平
仮
名
と
片
仮
名
や
仮
名
遣
い
の

相
違
の
類
は
掲
出
か
ら
省
略
し
た
。

一
、漢
字
・
仮
名
の
別
、例
え
ば
「
也
→
な
り
」
の
類
は
、掲
出
か
ら
省
い
た
。

一
、「
着
・
着
く
」
や
「
午
時
・
午
の
時
」
な
ど
の
送
り
仮
名
の
表
記
の

相
異
は
掲
出
を
省
略
し
た
。
た
だ
し
、
送
り
仮
名
に
相
異
が
見
ら
れ

る
場
合
は
掲
出
し
た
。

【
校
異
】

①
酉
九
月

廿
二
日

②
天
快
晴
午
時
許
ニ
む
さ
し
の
江
戸

を
立

③
し
た
し
き
人
〳
〵
の
こ
ゝ
か
し
こ
馬
の

餞
す
と
て
申
時
許
品
河
の
里
を
い
て
ゝ

い
そ
き
け
れ
と
も
酉
時
許
ニ

④
神
奈
河
里
ニ

着
此
所
に
一
宿
秉
燭
ほ
と
に
又
と
も
た
ち

の
名
残
お
し
み
て
馬
餞
す
と
て

⑤　

酒
肴

小
壺
に

⑥
茶
を
入
文
添
て
を
こ
せ
た
り
そ
の

返
事

⑦
取
集
た
る
言
種
い
ひ
や
る
次
ニ

別
と
い
ふ
心
を

　

か
へ
り
こ
む
と
ち
き
る
も
あ
た
し
ひ
と

こ
ゝ
ろ
さ
た
め
な
き
世
の
定
め
な
き
身
に

①
元
和
七
年

②
朝
天
快
晴
午
時
許
武
蔵
国

③
ナ
シ

④
か
な
河
に
秉
燭
ほ
と
に
て
着
此
里
一
宿

⑤
く
た
物

⑥
ち
や
な
と

⑦
し
た
ゝ
め
つ
か
は
し
け
る
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⑧
永
夜
も
燈
に
向
ひ
て
聴
鶏
鳴
し
も

ひ
と
共
の
聲
し
て
う
ち
し
は
ふ
き
て
夜

も
は
や
曙
な
む
と
い
ふ
を
き
ゝ
て

⑨　

旅
行

別
後
朝
思
と
い
ふ

⑩
こ
と
を

　

日
数
経
は
す
え
は
宮
こ
や
ち

か
ゝ
ら
む
別
物
う
き
昨
日
け
ふ
哉

⑪
と

書
て
使
ハ
返
し
ぬ

廿
三
日

①　

天
晴

②　
③

立
神
奈
河
帷
里
藤
沢

を
④

過
て
舟
渡
を

⑤
経
て
大
磯
ニ
か
ゝ
る

そ
こ
を

⑥
ゆ
き
過
て

⑦　

磯
邊
を
通
る
風
静
ニ

　

浪
の
音
を
た
や
か
也
ひ
と
に
問
へ
ハ
爰
な
む

　

こ
ゆ
る
き
の
い
そ
と
い
ふ

⑧
を
き
ゝ
て

⑨　

寄
名

　

所
別
と
い
ふ

⑩
心
を

　
　

こ
ゆ
る
き
の
い
そ
か
ぬ
旅
も
す
き
て

　

行
別
路
と
め
よ
あ
し
か
ら
の
せ
き

　

な
を

⑪
ゆ
き
〳
〵
て
夕
陽
山
の
端
に
か
か
る
と

き
く
河
の
さ
と
を
過
さ
河
を
渡
り
て

小
田
原
に
着
一
宿
思
の
外

⑫　

友
の
入
来
て

　

ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
語
て
其
夜
も
深
ぬ

⑧
ナ
シ

⑨
又

⑩
心

⑪
ナ
シ

①
暁　

②
月
猶
清　

③
か
な
河
を
立　

④
経　

⑤
し
て

⑥
ゆ
き
〳
〵
て　

⑦
小
田
原
近
く
な
り
て

⑧
ナ
シ　

⑨
と
も
と
す
る
人
の

⑩
こ
と

⑪
ゆ
く
ほ
と
に

⑫
の
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聴
鶏
鳴
よ
り
雨
降

⑬
出
風
烈
浪
の
音

高
忍
別
旅
宿
枕
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を

　
　

よ
る
な
み
の
聲
に
め
さ
ま
す
か
り

枕
忍
ぶ
別
の
夢
そ
み
し
か
き

廿
四
日
雨
降

①
風
不
止
け
ふ
は
こ
ゝ
に
と
ゝ

ま
る
へ
き
な
と
い
ふ
巳
時
許
ニ
天
晴
風

②
も

し
つ
ま
る

③
立
小
田
原
湯
本
相
雲
寺

を
過
て
あ
し
か
ら
の
山
に
か
ゝ
る

遠
近
に
重
る
山
〻
谷
〻
の
こ
す
え
色
〻
ニ

染
出
す
に
し
き
を
さ
ら
す
か
と
う
た
か
ふ

あ
ま
り
の
面
白
き
ニ
ゆ
き
も
や
ら
す
と
あ
る

岩
か
ね
に
た
す
け
ら
れ
て
獨
見
る

山
④

の
紅
葉
と
い
ふ
心
を

　
　

思
ふ
か
ひ
な
き
世
也
け
り
あ
し

か
ら
の
山
の
紅
葉
も
君
し
な
け
れ
は

や
う
〳
〵
や
ま
を

⑤
よ
ち
て
あ
し
河
の

⑥
新
宿
ニ

着
⑦

暫
休
息
し
て
そ
れ
よ
り
山
中

⑧
の
里

を
過
て
夕
陽
と
ゝ
も
に
山
を
く
た
り
て

三
嶋
の
里
ニ
着
一
宿
折
節
思
ひ

⑬
ナ
シ

①
ナ
シ

②
又
静
也

③
小
田
原
を
立

④
ナ
シ

⑤
の
ほ
り　

⑥
宿

⑦
ナ
シ　

⑧
ナ
シ
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出
る
事
あ
り
て
う
た
ゝ
寝
の
夢
覚
て

　
　

か
り
枕
か
た
ふ
く
る
よ
り
う
た
ゝ
ね
の

夢
を
み
し
ま
の
ひ
と
の
お
も
か
け
此
哥
の

詞
書
思
子
細
有
て
委

⑨　

か
ゝ
す

廿
五
日
晴
天
な
り
と
い
へ

①
と
風

②
な
ゝ
め
な
ら
す

　
③

立
三
嶋
沼
津
を
通
て

④
原
の
宿
ニ
か
ゝ
る

　

面
前

⑤　

砂
吹
懸
行
歩

⑥
叶
か
た
し

　
⑦

と
も
に
さ
ふ
ら
ふ
人
の
か
く
う
き
嶋
か
原

　

よ
と
い
ふ
を
き
ゝ
て

⑧
ま
こ
と
に
か
き
り
な
き

　

旅
を
も
す
る
哉
何
国
を
や
と
ゝ
定
む
へ
き

か
た
も
な
し
ゆ
き
と
ま
る
を
そ
や
と
ゝ
と
さ

た
む
る
の
哥
の
心
お
も
へ
は
風
雲
流
水

の
生
涯
な
る
か
な
と
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く

　
　

住
は
て
む
や
と
ハ

⑨
い
つ
こ
と
し
ら
浪
に

　

身
を
う
き
嶋
の
よ
る
へ
し
ら
れ
す
又

　

と
も
な
る
お
と
こ
の
馬
に
乗
た
る
か
風
に

ふ
か
れ
て
た
へ
か
た
さ
の
あ
ま
り

⑩
に
や

か
く
い
ふ

　
　

む
さ
し
あ
ふ
ミ
こ
に
た
に
か
け
て

⑨
ハ

①
と
も　

②
な
の
め
な
ら
す

③
三
嶋
を
立
て　

④
原
宿
出
る

⑤
に　

⑥
難
叶

⑦
ナ
シ

⑧
ナ
シ

⑨
い
つ
く

⑩
に
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大
風
に
の
ら
ぬ
も
つ
ら
し
の
る
も
う

き
嶋
お
か
し
く
思
ひ
て
此
ま
き
れ
に
や
う
〳
〵

う
き
嶋
か
原
を
過
て
吉
原
の

⑪
里
に
着

暫
休
息
し
て
風
少
静
る
ほ
と
に
此
宿
を

い
て
ゝ
富
士
の
す
そ
野
河
の
邊
に

⑫
着
ぬ

渡
守
は
や
舟
に
乗
れ
と
い
ふ

⑬
此
山
を
見
れ
は

白
雲
山
を
か
く
さ
む
と
す
れ
と
も
は
る
か
の

す
そ
野
に
た
な
ひ
き
雪
一
む
ら
の
高
き

事
ハ
目
も
及
か
た
し
時
の
間
に
色
〳
〵
に

移
替
景
気
詞
に
述
か
た
く
折
節
友
と

す
る
ひ
と
の

⑭
い
ふ
此
山
を
都
の
邊
に
置
て
我

思
ふ

⑮
人
〳
〵
に
見
せ
て
な
と

⑯
戯
て
か
く
南

見
て
も
又
又
も
思
ひ
を
す
る
か
な
る

ふ
し
の
高
ね
を
み
や
こ
な
り
せ
は
又

山
の
戴
よ
り
煙
の
立
を
見
て
寄
富
士

思
と
い
ふ
心
を

　
　

わ
か
お
も
ひ
い
さ
く
ら
へ
見
む
ふ
し

の
ね
の
け
ふ
り
ハ
た
え
ぬ
ひ
ま
や
あ
り
南

此
哥

⑰
も
夢
を
み
し
ま
の
心
に
や

⑱
侍
る
ら
む

と
か
く
ま
き
ら
は
し
て

⑲
蒲
原
の
里
に
着

⑪
宿

⑫
着

⑬
ふ
し
の
山

⑭
ナ
シ

⑮
ひ
と
に　

⑯
い
ふ
其
男
の

⑰
ナ
シ　

⑱
あ
ら
む

⑲
神
原
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ま
た
日
た
か
け
れ
と
も
け
ふ
ハ
か
せ
の

さ
は
き
も
く
る
し
行
衛
も
お
な
し

旅
の
や
と
り
な
ら
む
か
し
と
て
此
里
ニ

⑳
と
ゝ
ま
る
い
ぬ
の
時
許
ニ
し
る
人
の
尋
来
て

か
た
り
て
其
夜
も
深
ぬ
明
れ
は

廿
六
日
天
快
晴
風
静
也
昨
日
の
そ
ら
に

似
す

①
立
蒲
原
ゆ
井
の
塩
屋
は
る
〳
〵
の
渚
を

過
て
清
見
か
関
に
い
た
り
ぬ
寺
に
の
ほ
り
て

見
る
に
後
ハ
山
高
聳
岩
松

②
無
心
と
い
へ
と
も

山
風
に
吟
石
は
し
る
瀧
の
音
に
調
を
合

た
る
ハ
廣
長
舌
に
お
な
し
前
に
ハ
海
上

漫
〻
と
し
て
霧
に
こ
も
れ
る
松
原
ハ
帯
の

こ
と
く
に
て
波
上
に

③
浮
ひ
釣
の
小
舟
ハ
浪
間

に
見
え
か
く
れ
か
の
あ
か
し
の
浦
の
嶋
か
く
れ

ゆ
く
と
い
へ
る
こ
と
を
思
ひ
い
て
ゝ
詞
に
述
む

と
す
る
に
物
い
は
れ
す
書
ハ
詞
を
尽
さ
す
詞
ハ

こ
ゝ
ろ
を
つ
く
さ
す
と
い
へ
り
寔
に
こ
れ

な
ら
む
か
し
あ
き
れ
て
時
も
移
ぬ

東
路
の
い
つ
こ
は
あ
れ
と
き
よ
み
か
た

⑳
と
ゝ
ま
り
ぬ

①
此
里
を
出
て

②
こ
ゝ
ろ
な
し

③
う
か
み
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④
浪
間
に
う
か
ふ
三
保
の
松
原
い
つ
ま
て
爰
に

あ
る
へ
き
そ
日
も

⑤
は
や
か
た
ふ
く
と
い
ふ
此
関
ハ

心
な
き
ひ
と
の
た
め
に

⑥
こ
そ
扉
結
け
む
と

か
た
り
て
や
う
〳
〵
寺
を
く
た
り
て
江
尻
の
宿
ニ

着
⑦

此
国
の
あ
つ
か
り
人

⑧
我
し
た
し
け
れ
は

⑨
来

て
⑩

此
さ
と
に
て
ま
う
け
な
と
し
て
は
る
か
に

ほ
と
へ
て
此
宿
を
い
て
ゝ
う
は
原
吉
田
の
里

を
こ
え
て
府
中
に
着
む
か
し
住
馴
た
る

府
な
れ
は
な
つ
か
し
う
お
ほ
え
て
我
あ
り
し

や
と
を
立
よ
り

⑪
見
る
に
門
前
草
深
く

見
し
に
も

⑫
あ
ら
す

住
な
れ
し
や
と
は
葎
に
と
ち
ら
れ
て

秋
風
通
ふ
庭
の
蓬
生
そ
れ
よ
り

⑬
河
原
に
出
る

木
枯
の
杜
な
か
め
や
り
て

今
更
に
猶
う
ら
め
し
き
旅
衣
き
て
は

う
き
身
を
こ
か
ら
し
の
も
り
ゆ
き
〳
〵
て
ま
り

こ
の
さ
と
に
か
ゝ
る
駒
の
口
ひ
き
た
る
男
沓

と
い
ふ
物
を
買
む
と
い
ふ
わ
ら
は
へ
の
立

出
て
價
を
高
く
い
ふ
な
と

⑭　

か
く
い
ふ
そ
と
ゝ

か
む
れ
は
う
ち
よ
り

⑮
も
女
房
の
聲
し
て

④
霧
間

⑤
ナ
シ

⑥
ナ
シ

⑦
此
所　

⑧
ナ
シ　

⑨
き
た
り
て

⑩
ナ
シ

⑪
見
れ
は

⑫
あ
ら
ぬ
さ
ま
也

⑬
あ
べ
河

⑭
て

⑮
ナ
シ
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こ
ゝ
ハ
ま
り
こ
の

⑯
里
に
て
沓
の
ね
の
高
き

也
と
い
ふ
口
ひ
き
の
お
と
こ
ハ
是
を
こ
ゝ
ろ
へ

ね
は
い
ら
へ
せ
す
よ
し
あ
り
て
覚
へ
け
れ
は

爰
に
て
買
す
と
も
あ
り
な
む
あ
す
か
ひ
候
へ

〳
〵
さ
き
に
も
あ
り
〳
〵
と

⑰
戯
て
ゆ
き
過
て
問
へ
は

し
か
〳
〵
の
人
の
劣
へ
居
た
る
也
と
か
た
る
さ
も

あ
ら
む
か
し
そ
こ
を

⑱
ゆ
き
過
て
う
つ
の
山
に

い
た
り
ぬ
此
里
を
見
れ
は
し
ろ
き
も
ち
の

霰
の

⑲
こ
と
く
な
る
を

⑳
器
に
入
て
是
め
せ
と

い
ふ

㉑　

と
へ
は
た
う
た
む
こ
と
て

㉒
此
里
の
名
物

也
と
い
ふ
さ
て
ハ
も
ろ
こ
し
よ
り
渡
た
る
餅

に
や
あ
む
な
る
と
い
ふ
さ
に
ハ
あ
ら
す

十
つ

㉓ゝ
杓
ふ
に
よ
り
て
と
を
た
む
こ
と

㉔
い
ふ

也
と
か
た
る
さ
ら
は

㉕
す
く
は
せ
よ
と
い
へ
は

あ
る
し
の
女
房
手
つ
か
ら
い
ひ
か
い
と
り
て

心
の
ま
ゝ
に
す
く
ふ
こ
れ
に
な
く
さ
み
て

暮
に

㉖
け
れ
は
う
つ
の
山
に
か
ゝ
る

㉗
も
と
よ
り

つ
た
か
え
て
ハ
し
け
り
て
と
あ
る
所
な
れ

は
い
と
く
ら
ふ
道
も
ほ
そ
き
に
う
つ
ゝ
と
も

わ
き
ま
へ
侍
ら
す

⑯
し
ゅ
く

⑰
い
ひ
て

⑱
ゆ
き
〳
〵
て
う
つ
の
や
の
里
に
か
ゝ
る

⑲
や
う
な
る　

⑳
う
つ
は
物

㉑
な
に
そ
と　

㉒
此
所

㉓
す
く
ひ
侍
る　

㉔
い
ふ
と
申
す　

㉕
す
く
ひ
て
見
せ
よ
と
い
ふ

㉖
け
れ
と
も　

㉗
さ
ら
て
た
に
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さ
ら
て
た
に
夢
の
う
き
世
の
旅

の
道
を
う
つ
ゝ
と
も
な
き
う
つ
の
山
こ
え

ゆ
く
え
は
岡
邊
の
里
に
着
一
宿
其
夜
は

岡
邊
の
松
風
に
夢
を
お
と
ろ
か
し
明
レ
ハ

廿
七
日
天
遠
晴
暁
月
と
ゝ
も
に
岡
邊
を
出
て

①
藤
枝
宿
せ
と
嶋
田
を
過
て
お
ほ
井
河
の
邊
ニ

　

着
ぬ

②
住
馴
た
る
都
の
お
ほ
井
河
思
ひ
出
ら

　

れ
て

　
　

な
に
し
お
は
ゝ
い
さ
事
と
は
む
お
ほ
井
河

　

山
の
紅
葉
は
あ
り
や
な
し
や
と
河
の
面
を
見
れ
は

水
は
や
う
渕
瀬
の
数
〳
〵
を
見
る
に
行
わ
つ
ら
ひ
て

　
　

こ
え
わ
ふ
る
あ
ら
し
の
渕
瀬
お
ほ
井
河
の

浪
か
け
衣
ほ
し
そ
か
ね
ぬ
る

③
か
ら
う
し
て
河
を

わ
た
り
て
金
屋
の
里
に
着
て

④
少
時
休
し
て

衣
を
ほ
す
〳
〵
佐
夜
の
中
山
に
か
ゝ
る
年
た
け
て

又
こ
ゆ
へ
し
の
う
た
思
ひ
出
ら
れ
て
哀
也
過
に
し

年
月
此
山
を
こ
ゆ
る
た
ひ
〳
〵
命
也
け
り
と
な
か

め
て
そ
こ
え
し
今
ま
た
こ
ゆ
る
も
し
か
也

と
こ
し
か
た
行
先
思
ひ
つ
ゝ
け
て

①
藤
枝

②
住
な
れ
し

③
や
う
〳
〵

④
し
は
ら
く
休
息
し
て
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お
も
ひ
き
や
す
き
し
年
〳
〵
い
く
た
ひ
か
佐
夜

の
中
山
又
こ
え
む
と
は
や
う
〳
〵
山
を

⑤
こ
え
て

日
新
坂
の
里
ニ
着
そ
れ
よ
り
懸
河
の
宿
に
か
ゝ
る

⑥
昔
年
見
し
あ
る
し

⑦
立
出
て
暫
と
と
む
る

し
は
し
と
て
と
む
れ
は
腰
を
懸
河
の

宿
の
す
の
こ
に
腰
ハ
ひ
え
け
り
と
て
土
器

⑥
と
り

あ
け
て
立
出
ぬ
袋
井
の
里
を
過
て
見
付
の

国
府
に

⑨
着
里
人
に
逢
て

⑩
此
所
を
な
に
ゝ
よ
り
て

か
く
い
ふ
そ
と
と
へ
は

⑪　

富
士
山
を
初
て

⑫
見
付
け
る
に

⑬
よ
り
て
と
か
た
る
さ
て
ハ
こ
れ
よ
り
も
見
え

⑭
侍
け
る

か
ふ
し
き
さ
よ
と

⑮
い
へ
は
此
お
と
こ
そ
ら
め
を

つ
か
ひ
て
今
も
見
え
侍
る
事
も
や

⑯
候
覧

あ
の
し
ろ
き
雲
の
う
ち
に
な
と
い
ふ
見
れ
と
も

見
え
す

　
　

白
雲
の
絶
間
絶
間
を
そ
れ
か
と
て
終
に
ふ
し

を
は
見
付
さ
り
け
り

⑰
宿
に
入

⑱
此
所
に
一
宿

⑲
し
る
ひ
と
尋
き
て
酒
の
ま
せ
物
く
は
せ
な
と
し
て

取
集
た
る
物
語
し
て
永
夜
も
と
り
〳
〵
に
し
き
る

臥
程
も
な
し
曙
レ
ハ

⑤
く
た
り
て

⑥
ナ
シ　

⑦
の

⑥
と
り
あ
く
る
ほ
と
し
て

⑨
着
て
一
宿　

⑩
此
里

⑪
里
の
お
と
こ
か
た
る　

⑫
見
付
た
る
に　

⑬
か
く
と
い
ふ　

⑭
侍
る　

⑮
い
ふ

⑯
あ
ら
む

⑰
宿
に
入
ぬ　

⑱
ナ
シ

⑲
し
る
人
の
来
り
て
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廿
八
日

①
朝
天
晴
あ
た
り
近
き
濱
松
の
城
守

②
し
る
人
な
れ
は
使
を
こ
せ
た
り
見
付
を
出
て

　

中
和
泉
を
過
て
天
龍
の

③
舟
渡
経
て
濱
松
ニ

④
か
ゝ
る
城
守

⑤
又
使
を
出
す
あ
な
い
せ
さ
せ
て
城
ニ

　

入
遙
ニ
あ
り
て
午
の
時
許
ニ
細
雨
降
出
ぬ
け
ふ
ハ

　

留
る
へ
き
よ
し
懇
に
い
ふ
さ
れ
と
も
今
夜
は

い
ま
き
れ
の
ほ
と
り
ま
て
と
思
ふ
と
て

⑥
立
出
ぬ

城
主
名
残
お
し
み
て
は
る
〳
〵
を
く
り
て
別
ぬ

　

細
雨
な
れ
は
風
さ
へ
静
也
ま
こ
と
に
名
に

⑦
し

　

あ
ふ
濱
松
双
ひ
た
り
汀
に
寄
来
る
浪
の

　

音
も
松
の

⑧
ひ
ゝ
き
も
聞
に
妙
也

　
　

浪
の
音
に
は
ま
松
風
の
吹
合
せ
折
か
ら

琴
の
音
を
や
調
ふ
る
細
雨
な
れ
は
濡
る

ほ
と
も
な
く
あ
ら
ゐ
の
わ
た
り
に
着
俄
に

風
は
け
し
く
成
て
浪
の
音
高
し
雨
も
頻
也

　
　

山
風
の
秋
の
時
雨
を
吹
来
て
ハ
浪
も
あ
ら

井
の
わ
た
し
舟
哉
袖
も
ほ
し
あ
へ
す
舟
よ
り

あ
か
る

⑨
此
所
に
一
宿

⑩
秉
燭
ほ
と
に
京
よ
り

文
⑪

も
ち
て
来
る
故
郷
の
事
と
も
き
く
〳
〵

夜
も
深
ぬ
雨
風
止
す

①
ナ
シ

②
ナ
シ

③
わ
た
り

④
着　

⑤
む
か
い
を
こ
せ
た
り

⑥
い
て
ぬ

⑦
あ
ふ

⑧
風

⑨
此
宿
に
と
ゝ
ま
る　

⑩
ナ
シ

⑪
を
こ
せ
た
り



35

廿
九
日
暁
天
晴
風
は
ま
だ
あ
ら
ゐ
の
里
を

出
て
夜
ふ
か
し
し
ら
す
か
の
里

①
を
通
る

　

よ
を
こ
む
る
道
の
便
の
竹
の
杖
行
衛

②
を
と
ふ
に
し
ら
す
か
の
里

③
夜
の
ほ
の
〳
〵
と
明
る
ニ

塩
見
坂
を

④
の
ほ
り
て
は
る
〳
〵
の
谷
を

⑤
行

細
き
河
あ
り
問
へ
ハ
是
よ
り

⑥
参
河
国
と
い
ふ

⑦
そ
こ
を
ゆ
き
て
里
あ
り
二
河
と
い
ふ

　
　

国
は
三
河
里
は
二
河
合
す
れ
は
い
つ
か
は

　

か
へ
り
つ
か
む
故
郷
そ
れ
よ
り
輿
に
乗
て

　

一
睡
眠
夢
覚
て

⑧
問
は
は
や
吉
田
の
里

⑨
ニ
も

　

着
ぬ
と
い
ふ
夢
の
中
に
は
る
〳
〵
の
道
を
も

　

来
ぬ
る
事
よ
と
思
ひ
て

　
　

ゆ
め
と
て
も
よ
し
や
吉
田
の
さ
と
な
ら
む

　

覚
て
う
つ
ゝ
も
う
き
旅
の
道

⑩　
⑪

此
所
の
城
守

　

こ
と
に
我
親
き
ひ
と
な
れ
ハ
立
寄
て
對
面

　

せ
む
事
を
い
ひ
や
る
城
守
例
な
ら
ぬ
に

　

よ
り
て
京
へ
と
い
ふ
そ
こ
を
過
て
橋
を
渡
て

　

こ
さ
か
井
と
い
ふ
所
に

⑫
至
ぬ
友
と
す
る
ひ
と

　

の
中
に
摂
泉
堺
の
津
を
し
る
人
あ
り
相
坂

①
に
か
か
る

②
は
さ
ら
に　

③
ナ
シ

④
の
ほ
り
は
る
か
の　

⑤
行
て

⑥
三
河
の
国
也

⑦
ナ
シ

⑧
と
へ
は　

⑨
に

⑩
此
宿
に
し
る
ひ
と
の
あ
り
て
し
は
〳
〵
か
た
り
午
の
時
許
に
い

て
　ゝ

⑪
ナ
シ

⑫
い
た
る
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関
よ
り
西
の
名
津
也
此
所
も
堺
と
い
ふ
名
は

お
な
し
け
れ
と
も
所
か
ら
ハ
似
す
是
は
寔
に

小
堺
な
り
と

⑬
戯
け
れ
は
さ
と
人
き
ゝ
て
此
里

の
端
に
小
坂
の
あ
る
に
よ
り
て

⑭
小
坂
井
也

と
か
た
る

⑮
そ
こ
を
行
過
て
五
位
の
里
に

⑯
至
る

東
路
に
さ
と
の
名
お
ほ
け
れ
と
も
か
く

く
ら
ゐ
の
高
き

⑰
里
は
な
し
と
い
へ
は
又
あ
る

ひ
と
の
い
ふ
鳥
に
も
似
た
る
里
の
名
か
な
と

い
ろ
〳

⑱〵
に
を
か
し
き
事
と
も
下
ひ
と
の

⑲
い
ふ

を
き
ゝ
て
あ
か
坂
の
里
に
着
つ
ゝ
き
の
里

を
長
沢
と
い
ふ

　

雲
晴
て
日
は
あ
か
坂
の
里

⑳
な
れ
と
旅

の
行
衛
の
道
の
な
か
さ
は

㉑　

ゆ
き
〳
〵
て
二
む
ら

山
に
至
ぬ
此
山
の
中
に
寺
あ
り
法
蔵
寺
と
い
ふ

立
㉒

寄
て
一
見

三
か
は
な
る
ふ
た
む
ら
山
を
は
こ
に
し
て

中
へ
い
れ
た
る
ほ
う
さ
う
し
哉
此
山
を
見
る
ニ

青
葉
に
ま
し
る
紅
葉
の
あ
ら
し
に
さ
そ
ハ
れ

さ
な
か
ら
錦
を
た
つ
か
こ
と
し

ふ
た
む
ら
の
山
の
秋
風
は
け
し
さ
に
紅
葉
の

⑬
い
ふ

⑭
か
く
い
ふ

⑮
わ
ら
ひ
て
行
衛
ハ　

⑯
い
た
り
ぬ

⑰
里
の
名

⑱
ナ
シ　

⑲
か
た
る

⑳
と
い
へ
と

㉑
な
を

㉒
よ
り
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に
し
き
ゝ
て
も
こ
そ
見
れ
そ
れ
よ
り
藤
川
と

い
ふ

㉓
所
に
着
て
一
宿
明
レ
ハ

卅
日
天

①
快
晴
あ
た
り
近
き
岡
崎
の
城
主
し
る

ひ
と
に
て
消
息
あ
り
其
書
ニ
遙
音
信
を

き
か
す
此
比
も
や
と
待
侍
し
藤
川
に
着
ぬ
と

き
く
よ
り
對
面
せ
む
事
を
よ
ろ
こ
ふ
と

ね
ん
こ
ろ
に
い
ひ
を
こ
せ
た
り
返
事
に

　
　

今
朝
は
猶
い
そ
き
出
ぬ
る
草
枕
我
を
か

さ
き
に
ひ
と
の
ま
つ
や
と
や
か
て
と
書
て
使
は

②
返
し
ぬ
日
出
る
ほ
と
に
岡
崎
に
着
城
主

③
迎

と
て
出
る
と
も
な
ひ
て
城
に
入

④
暫
物
語
し
て

巳
時
許
に
城
を

⑤
出
る
橋
を
わ
た
り
て
や
は
き
か

宿
に
入
城
守

⑥
名
残
お
し
み
て
此
宿
ま
て
贈
て

来
る
互
に
馬
を
留
て

　
　

も
の
ゝ
ふ
の
や
は
き
か
し
ゆ
く
に
い
る
よ
り
も

な
を
た
の
み
あ
る
ひ
と
こ
ゝ
ろ
か
な

　
　
　

城
守
返
し

　
　

も
の
ゝ
ふ
の
や
は
き
か
宿
に
い
る
弓
も
を
し

　

て
か
へ
れ
は
か
ひ
や
な
か
覧
と
て
城
主
も
帰
ぬ

㉓
里

①
晴
あ
た
り
の

②
も
と
し
ぬ　

③
出
ぬ

④
し
は
〳
〵

⑤
出
て

⑥
此
ま
て
を
く
り
て
い
て
ぬ
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立
別
て
や
つ
橋
と
い
ふ
所
に
い
た
り
ぬ
杜
若

　

の
名
所
な
れ
は
お
ほ
く
あ
る
覧
と
思
ひ
て

　

見
れ
と
も
な
し

　
　

や
つ
は
し
に
は
る
〳
〵
と
き
て
み
か
は
な
る

　

花
に
は
事
を
か
き
つ
は
た
か
な
と

⑦
い
ひ
け
れ
は

　

と
も
な
ふ
ひ
と
〳
〵
か
き
り
な
く
お
か
し
か
り
て
こ
れ
に

　

興
し
て
ち
り
う
の
里

⑧
ニ
着
ゆ
き
〳
〵
て
河
の

⑨
あ
り
け
る
を
と
へ
は
参
河
国
と
尾
張
の
国

⑩
の

堺
川
と
い
ふ
は
や
尾
張
の
国
に
も
入
ぬ
る
よ
と
い
ふ

⑪　

け
ふ
ハ
九
月
卅
日
な
れ
は

　
　

東
方
み
ち
を
は
ゆ
き
も

⑫
つ
く
さ
ね
と

　

秋
は
け
ふ

⑬
こ
そ
お
は
り
な
り
け
れ
と
口
す

　

さ
ひ
て
い
も
川
あ
の
あ
り
ま
ち
の
宿
を
も

　

過
て
鳴
海
の
里
に
着
友
な
ふ
ひ
と
の
中
に

　
　

年
こ
と
に
の
ほ
り
て
ハ
又
く
た
れ
と
も
な
に
と

　

な
る
身
の
は
て
ハ
し
ら
れ
す
そ
れ
よ
り

⑭
笠
寺

山
崎
の
里
を
こ
え
て
熱
田
の
宮
に
着
一
宿

⑮　

神
無
月
一
日
天
遠

①
晴
風
閑
也
人
〳
〵
宮
へ
ま
い
る

へ
し
と
い
ふ

⑦
わ
ら
ひ
て

⑧
を
過
て

⑨
あ
る　

⑩
と
の

⑪
を
き
ゝ
て

⑫
を
は
ね
と

⑬
よ
り

⑭
か
さ
寺
の
宿

⑮
曙
レ
ハ

①
快
晴
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里
の
名
も
こ
ゝ
ハ
あ
つ
た
の
宮
な
れ
は

②
け
ふ
よ
り
冬
の
神
無
月
哉
と
て
神
前
へ
ハ

　

ま
い
ら
す

③　

此
国
の
か
み
の
御
も
と
へ
さ
し
て
い
ふ

　

へ
き
事

④
侍
る
に
よ
り
て
け
ふ
ハ
と
ゝ
ま
り
ぬ

　

国
守
の
御
も
と
よ
り
殊
懇
に
い
た
は
り
給
ひ

⑤
て

　

御
ふ
ね
な
と
給
り
て
暮
か
ゝ
る
ほ
と
よ
り
熱
田

　

を
出
て
は
る
〳
〵
の
海
路
を
経
て
は
や
伊
勢
国

　

桑
名
の
里
に
着
舟
よ
り
あ
か
り
て

ふ
な
人
の
こ
か
れ
て
い
せ
に
着
里
を
く
は
な

　

と
き
け
と
旅
ハ
く
る
し
き
と
て

⑥
夜
も
明
る
ほ
と
に

⑦
此
里
を
出
る

二
日
天
晴
風
烈
巳
の
時
許

①
ニ
風
静
る
四
日
市

　

場
②

と
い
ふ
所
に
着

③
此
里
に
し
る
ひ
と
あ
り

　

立
よ
り
て
午
時
許
ニ
出
て
濱
田
の
さ
と
を
過
て

　

日
な
か
の

④
里
に
か
ゝ
る

⑤
里
人
は

⑥
日
永
の
宿
と
を
し
ゆ
れ
と
折
し
も

　

冬
の
日
こ
そ
み
し
か
き
と
て
駒
を
は
や
め
て

つ
え
つ
き
野
に
か
ゝ
る

⑦
か
ち
人
の
く
る
し
き
に
や

か
く
い
ふ

②
け
ふ
を
は
し
め
の

③
さ
れ
と
も

④
あ
り
て

⑤
ナ
シ

⑥
ナ
シ

⑦
其
宿

①
よ
り

②
ナ
シ　

③
此
所

④
宿
を
通
る

⑤
所
か
ら　

⑥
日
な
か
の
里

⑦
し
も
ひ
と
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か
ち
人
の
東
の
旅
の
草
臥
に
つ
え
つ
き
野
と
や

ひ
と
の
い
ふ
覧
や
う
〳
〵
此
野
を
過
て

⑧　

石
薬
師

と
い
ふ

⑨
所
に
着
つ
ゝ
き
の
里
を
庄
野
と
い
ふ
此

所
を

⑩
通
る
に
し
も
ひ
と
の
か
た
る
哥
と
ハ
な
に

事
を
い
ふ
そ
と
と
へ
は
其
中
に

⑪
し
る
人
や

あ
り
け
む
我
思
ふ
事
を
三
十
一
字

⑫
に
て

い
ふ
と
を
し
へ
け
れ
は
さ
ら
ハ
哥
よ
ま
む
と
て

　
　

ひ
た
る
さ
に
行
事
か
た
き
い
し
や
く
し

な
に
と
し
や
う
の
ゝ
や
き
米
を
喰
と
て
其
庄

の
名
物
な
れ
は
手
こ
と
に
こ
れ
を
も
と
め

て
喰
し
も
ひ
と
の
う
た
に
は
よ
し
や
あ
し
や

猶
ゆ
き
〳
〵
て
か
め
山
と
い
ふ
所
に

⑬
い
た
る

⑭
山
の

あ
る
方
を
見
れ
は
時
雨
の
ふ
る

⑮
や
う
に
見
え
け
り

名
に
し

お
あ
ふ
都
の
に
し
の

⑯
か
め
山
の
や
ま

に
も
け
ふ
や
時
雨

⑰
ふ
る
ら
し
ほ
と
な
く
関
の

地
蔵
に
着
此
せ
き
の
な
ら
ひ
と
て
か
ほ
し
ろ
く

こ
し
ら
へ
ま
こ
と
の
地
蔵
か
ほ
し
た
る
女
と
も
の

錫
杖
に
は
あ
ら
て

⑱
杓
子
と
い
ふ
物
を
手
こ
と
に

う
ち
ふ
つ
て
旅
人
と
ま
り
給
へ
〳
〵
労
扶
む
〳
〵

日
も
く
れ
ぬ
こ
れ
よ
り
さ
き
ニ
里
ハ
な
し
通
す

⑧
里
あ
り
と
へ
は

⑨
ナ
シ

⑩
過
る
に
し
も
ひ
と
と
も
の

⑪
う
た
し
れ
る
ひ
と

⑫
と
や
覧
に
い
ふ
也
と

⑬
い
た
り
ぬ　

⑭
か
の
山

⑮
を
見
て

⑯
か
め
山
も
た
か
ま
こ
と
と
や

⑰
初
ら
し

⑱
し
や
く
し
と
や
覧
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⑲
ま
し
と
聲
〳
〵
に
い
ふ

あ
つ
さ
弓
は
る
〳

⑳〵
き
ぬ
る
旅
人
を
爰
に
て

せ
き
の
地
蔵
か
ほ
す
る
吾
に
ハ
罪
過
も
な
し

た
の
む
ま
し
教
外
別
て
む
か
く
南
無
あ
ミ

の
塩
辛
腹
も
ふ
く
る
ゝ
ほ
と
く
ひ
た
れ
は

杓
子
に
て
す
く
は
す
と
も

㉑
と

㉒
聲
も
は
や
い
か

に
い
ひ
て
猶
馬
を
は
や
め
て

㉓
坂
の
下
の

里
に
着
一
宿

三
日
天

①　

晴
風
閑
也
此
坂
の
下

②
ハ
四
方
に
山

　

を
戴
渓
深
く
水
の
流
れ
目
慣
ぬ
様

　

の
所
也

③
山
の
紅
葉

④
は
さ
な
か
ら
唐
紅
を
か

　

さ
し
た
る

⑤
こ
ゝ
ち
し
て
ゆ
き
も

⑥
や
ら
す

　
　

い
ろ
〳
〵
の
紅
葉
を
か
さ
す
坂
の
し
た

⑦
を
振

　

捨
か
た
き
鈴
鹿
山
哉

⑧
や
う
〳
〵
坂
を

⑨
よ
ち
て

⑩
は
る
〳
〵
の
山
路
を
し
の
き
て

⑪
土
山
を
過
て

　

水
口
の
里
に

⑫
か
ゝ
る
過
し
三
月
の
初

⑬
通
り

　

し
事
思
ひ
い
て
ゝ
左
右
の
田
つ
ら
を

　

見
や
り
て

　
　

水
口
を
縄
代
に
見
し
あ
ふ
ミ
路
を
か
へ
れ

⑲
ま
し
き
と

⑳
の
ほ
る

㉑
と
て　

㉒
ナ
シ

㉓
鈴
鹿
の
坂
の
し
た

①
遠　

②
な
し

③
さ
な
か
ら
山
ゝ
の　

④
か
ら
紅
を　

⑤
心
地
す　

⑥
や
ら
て

⑦
ナ
シ

⑧
ナ
シ　

⑨
の
ほ
り
て

⑩
ナ
シ　

⑪
土
山
の
宿

⑫
着
此
宿
を　

⑬
と
を
り
け
る
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は
霜
の
お
く
て
田
と
な
る
そ
れ
よ
り
和
泉
河

　

わ
た
り
て
石
部
の
里
過
る
ほ
と
に
京
よ
り

関
む
か
へ
と
て
人
〳
〵
来
る

⑭
か
た
り
て
ゆ
く
〳
〵

鏡
の
山
を
見
れ
は
時
雨
の
雲
に
か
く
れ
た
り

　
　

心
あ
り
て
時
雨
に
く
も
る
か
ゝ
み
山
や
つ
れ

　

ぬ
る
身
の
影
を
見
せ
し
と
か
く
い
ふ
よ
り

⑮
又

　

雲
⑯

晴
て
く
も
り
も
な
し　

　
　

旅
衣
や
ふ
る
ゝ
影
を
見
え
し
と
て
か
さ

　

き
て

⑰
腰
を
か
ゝ
み
山
か
な
ぬ
き
あ
し
に
成
て

　

い
そ
き
て
草
津
の
里
を

⑱
過
て
矢
橋
の
渡
に

　

着
あ
た
り
の
人
〳

⑲〵　

き
た
り
て
舟
に
乗
る

　

折
ふ
し
追
風
吹
大
ひ
え
を
な
か
め
て

　
　

追
風
に
舟
は
や
は
せ
の
わ
た
し
な
れ
と

　

や
ふ
れ
衣
に
身
は
ひ
え
の
山

⑳
と
戯
事

　

う
ち
か
た
ら
ひ
こ
か
れ
ゆ
く
か
ら
崎
の
松

　

な
か
ら
山

㉑
な
か
め
や
り
て

　
　

か
ら
さ
き
の
松
と
き
く
よ
り
か
へ
り
き
て
む
か
し

　

な
か
ら
の
山
を
見
る
か
な

㉒
ほ
と
な
く
う
ち
出
の
は
ま
に

着
此
所
の
あ
つ
か
り
人
こ
と
に
我
し
た
し
き
人
な
れ
は

つ
ね
の
ひ
と
よ
り
ハ
ね
ん
こ
ろ
に
い
た
は
る

㉓
ほ
と
に
は
や
故
郷

⑭
故
郷
の
こ
と
き
く
〳
〵
ゆ
く
ほ
と
に

⑮
ナ
シ

⑯
晴
く
も
り
な
し
又

⑰
こ
ゝ

⑱
う
ち
こ
え

⑲
見
れ
は
見
し
ひ
と
の
お
ほ
く

⑳
ナ
シ

㉑
見
や
り
て

㉒
う
ち
い
て

㉓
ナ
シ
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に
も
き
ぬ
る

㉔
こ
ゝ
地
し
侍
り
け
る
秋
の
夜
の
ち
よ
を

一
夜
の

㉕
こ
ゝ
ろ
に
て
此
夜
ハ
寝
も
せ
て
あ
か
す

四
日
天

①
晴
陰
さ
れ
と
も
里
ハ

②
う
ち
て
な
れ
は
相
坂
の

せ
き
に
か
ゝ
る
せ
き
山
の
紅
葉

③
一
き
は
勝
た
り
少
時

な
か
め
居
た
り

花
盛

④
う
ち
出
の
里
に
立
か
へ
り
け
ふ
あ
ふ
坂

の
紅
葉
を
そ
み
る
せ
き
こ
ゆ
る
に

⑤　

人
〳

⑥〵
お
ほ
く

な
ら
ひ
居
た
り
見
れ
は
見
し
人
〳
〵
也
そ
れ
か
か
れ
か

な
と
い
ひ
て
か
ち
ひ
と
の
わ
た
る
に
ぬ
れ
ぬ
花
の

白
浪
と

⑦
な
か
め
て
そ
こ
え
し
今
は
ま
た
か
へ
り

相
坂
の
せ
き
ふ
ミ
な
ら
す
と
う
ち
か
た
ら
ひ
ゆ
く

ほ
と
に
追
分
を
過
て
山
科
の
さ
と
に
か
ゝ
る
又

京
な
る
ひ
と
来
た
る

⑧　
⑨

め
つ
ら
し
さ
に
そ
こ
な
る

庵
に
立
寄
り

⑩
て
し
は
〳

⑪〵
物
語
し
て
そ
れ
よ
り
ひ
の
岡
の

坂
⑫　

の
ほ
る
住
馴
た
る
都
な
れ
と
も
は
る
〳
〵
の
い
な
か

わ
た
ら
ひ
に
今
帰
て
見
れ
は
目
馴
ぬ
心
地
し

⑬
侍
る
東
山
の
紅
葉
こ
と
さ
ら
也

⑭　

是
ま
て
ハ
旅
の
行

衛
⑮

の
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に
な
に
な
ら
ぬ
お
か
し

　

き
事
を
も
筆
に

⑯
ま
か
せ
侍
る
今
ハ

⑰
は
や

㉔
こ
ゝ
ろ
な
む
し
て

㉕
こ
ゝ
ち
し
て
其
夜

①
ナ
シ　

②
う
ち
い
て

③
を
見
て

④
う
ち
い
て
し
里

⑤
又　

⑥
つ
と
ひ
き
た
る

⑦
な
か
め
て
こ
え
し
に

⑧
見
れ
は
た
か
ひ
に
こ
ゝ
ろ
の
そ
こ
ひ
な
く
し
た
し
き
友
な
れ
は
こ
と
に　

⑨
め
つ
ら
し
く
そ
こ
な
り
け
る　

⑩
ナ
シ　

⑪
物
か
た
り
な
と

⑫
を

⑬
侍
り
け
る　

⑭
つ
く
〳
〵
と
見
て
木
す
え
も
所
か
ら
也
色
ハ
あ
つ
ま
ニ

も
ち
し
ほ
そ
め
て
し
も
の
を
か
く
お
も
か
は
り
す
る
こ
と
よ
な
と
お
も
ふ　

⑮
つ
れ
〳
〵
さ
の
あ
ま
り
に
物
く
る
を
し
き
と　

⑯
も
ま
か
せ
侍
り
し　
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お
ほ
や
け
事
な
と
さ
し
つ
と
ひ

⑱
て　

き
の
ふ
の

う
さ
も
戀
し
き
ほ
と
に
覚
て
都
に
入
ぬ

⑰
ナ
シ　

⑱
こ
ゝ
ろ
あ
は
た
ゝ
し
き
ほ
と
に
な
り
侍
る

四
、『
辛
酉
紀
行
』
伝
本

と
こ
ろ
で
、『
辛
酉
紀
行
』
に
は
数
多
く
の
伝
本
が
現
存
し
て
お
り
、

鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
以
外
に
も
遠
州
自
筆
本
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
伝
本

が
幾
つ
か
確
認
で
き
る
。
ま
た
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
と
同
様
に
定
家
様

で
書
写
さ
れ
た
伝
本
も
多
く
存
在
す
る
。
以
下
に
他
の
現
存
す
る
『
辛
酉

紀
行
』
伝
本
に
つ
い
て
提
示
す
る
。
な
お
現
存
す
る
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本

に
は
遠
州
自
筆
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
、
個
人
蔵
な
ど
原
本
調

査
の
許
可
が
お
り
な
い
も
の
、
現
在
所
蔵
者
不
明
な
ど
、
原
本
の
調
査
を

行
う
こ
と
が
難
し
い
伝
本
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
『
補
訂
版 
国
書
総

目
録
』、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
そ
の
他
の
蔵
書
目
録
な

ら
び
に
図
録
に
よ
っ
て
現
存
す
る
伝
本
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。
な
お

遠
州
自
筆
本
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
伝
本
に
は
▽
印
を
付
し
、
定
家

様
で
書
写
さ
れ
た
伝
本
は
□
で
囲
っ
た
。

○
『
補
訂
版 

国
書
総
目
録（

（1
（

』（
十
一
本
）

【
所
蔵
】　　

 

【
書
名
】

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵 

 「
関
東
道
記
」（『
文
鳳
堂
雑
纂
五
〇
』

所
収
）

日
比
谷
図
書
館
加
賀
文
庫
旧
蔵（

（1
（

 

『
小
堀
遠
江
守
殿
江
府
道
記
』

彰
考
館
蔵 

 「
小
堀
遠
州
道
記
」（
石
見
名
所
と
合

冊
）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵　
　

 

『
小
堀
遠
州
辛
酉
紀
行
』

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵 

『
元
和
七
年
東
海
紀
行
』

東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵　

 

『
宗
甫
紀
行
』

▽
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵　
　

 

『
日
記
』

高
木
家
旧
蔵（

（1
（

　
　
　

 

『
宗
甫
道
之
記
』

（
活
字
）

　
『
続
群
書
類
従
』
十
八
輯
下 

「
小
堀
遠
州
辛
酉
紀
行
」

　
『
続
々
群
書
類
従
』
九　

 

「
元
和
七
年
東
海
紀
行
」

　
『
大
二
本
史
料
』
十
二
編
三
八 

「
元
和
七
季
都
路
旅
の
記
」
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○
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

（1
（

（
十
五
本
）

【
所
蔵
】　　
　
　

 

【
書
名
】

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵　
　

 
 「

小
堀
政
一
紀
行
」（「
柴
屋
紀
行
」
と

合
）

八
戸
市
立
図
書
館
南
部
文
庫
蔵 

『
小
堀
遠
州
道
記
』

彰
考
館
蔵　
　

 
 「

小
堀
遠
州
道
記
」（
寛
永
十
九
年
下

り
の
紀
行
と
合
）

神
宮
文
庫
蔵　
　

 
 「

関
東
道
記
」（『
清
渚
集
十
六
』所
収
）

大
阪
天
満
宮
蔵　

 
 「

小
堀
遠
州
遠
江
守
東
行
之
記
」（「
伊

勢
紀
行
」「
東
行
紀
行
」
と
合
）

大
阪
天
満
宮
蔵　
　

 

『
小
堀
遠
州
東
行
記
』

京
都
大
学
穎
原
文
庫
蔵　

 
 「

小
堀
遠
州
公
江
府
道
之
記
」（「
湯

山
懐
紙
」
と
合
）

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵 

 「
宗
甫
都
の
紀
行
」（『
賜
蘆
拾
葉
』

第
一
集
所
収
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵　

 
 「

東
海
道
記
」（『
今
古
残
葉
十
』所
収
）

彰
考
館
蔵　
　
　

 
 「

東
海
道
の
記
」（『
扶
桑
残
葉
集
八
』

所
収
）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵　
　

 
 「

小
堀
遠
州
遠
江
守
東
海
道
紀
行
」

（『
片
玉
集
四
七
』
所
収
）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵　
　

 
 「

細
川
玄
旨
紀
行
」（『
片
玉
集
四
七
』

所
収
）

宝
山
寺
蔵　

 
 「

東
海
道
の
記
」（『
扶
桑
残
葉
集
八
』

所
収
）

西
尾
氏
岩
瀬
蔵　
　

 
 「

東
海
道
の
記
」（『
扶
桑
残
葉
集
八
』

所
収
）

九
州
大
学
図
書
館
蔵　

 

『
小
堀
宗
甫
君
道
記
和
哥
』

○
そ
の
他
の
蔵
書
目
録
及
び
図
録
（
十
二
本
）

【
所
蔵
】　　
　
　

 

【
書
名
】

▽
鴻
池
家
旧
蔵　
　

 

不
明
（『
旅
日
記
』
影
印
収
載
）

▽
益
田
家
旧
蔵　
　
　

 
 「

道
之
記
」（『
遠
州
会
展
観
図
録
』

他
八
冊（

（1
（

に
影
印
収
載
）

▽
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵 

『
小
堀
遠
州
辛
酉
紀
行
』

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵 

『
小
堀
遠
州
侯
道
記
』

京
都
大
学
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵 

『
小
堀
遠
州
侯
東
海
道
紀
行
』

国
会
図
書
館
蔵　
　
　

 

『
元
和
七
酉
の
九
月
紀
行
』

▽
徳
川
美
術
館
蔵　
　

 
 『

東
海
道
記
』（『
徳
川
義
直
と
文
化

サ
ロ
ン（

（1
（

』
影
印
収
載
）

▽
個
人
蔵　
　
　
　
　

 
 「

道
の
き
」（『
定
家
様（

11
（

』
影
印
収
載
）
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所
蔵
不
明　
　

 
 「

小
堀
遠
州
旅
日
記
」（『
澪
標（

1（
（

』
影

印
収
載
）

津
本
信
博
氏
旧
蔵　

 
 「

小
堀
政
一
東
海
道
紀
行
」（『
近
世

紀
行
日
記
文
学
集
成
一（

11
（

』翻
刻
収
載
）

　

小
堀
宗
通
氏
旧
蔵　
　

 
 「

元
和
七
年
九
月
紀
行
」（『
小
堀
遠

州
東
海
道
紀
行（

11
（

』
翻
刻
収
載
）

（
複
製
本
）

▽
天
満
堂
書
店
複
製（

11
（

　
　

 
 「

あ
つ
ま
よ
り
の
道
の
き
」（『
道
の

き
』）

以
上
、
今
後
新
た
に
発
見
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、『
辛
酉
紀
行
』
に
は

計
三
十
八
本
の
伝
本
が
現
存
す
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
遠
州
自
筆
本
と
指
摘
さ
れ
る
伝
本
七
本

の
う
ち
、
六
本
が
定
家
様
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ

ま
り
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
、
鴻
池
家
本
・
益
田
家

本
が
遠
州
自
筆
本
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
理
由
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。

五
、
遠
州
流
に
お
け
る
定
家
様
に
つ
い
て

定
家
様
は
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）
を
祖
と
す
る
書
風
で

あ
る
。
武
野
紹
鷗
（
一
五
〇
二
～
一
五
五
五
）
が
定
家
の
和
歌
の
精
神
と

茶
道
の
精
神
は
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
茶
会
の
床
飾
り
に
定
家
筆

の
色
紙
を
用
い
て
以
来
、
茶
道
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
遠
州
も
紹

鷗
に
倣
い
定
家
の
書
を
収
集
し
床
飾
り
に
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
遠
州
は

和
歌
の
師
で
あ
る
冷
泉
為
頼
（
一
五
九
二
～
一
六
二
七
）
に
定
家
様
を
学

び
、
自
ら
定
家
様
を
書
い
た（

11
（

。
遠
州
は
定
家
様
の
上
手
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
、
そ
の
筆
蹟
は
定
家
の
書
と
見
ま
が
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
と

い
う
逸
話（

11
（

も
語
ら
れ
て
い
る
。
遠
州
が
定
家
様
を
学
び
自
家
薬
籠
中
の
も

の
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
遠
州
流
十
二
代
家
元
で
あ
る
宗
慶
氏
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

11
（

。

　
　

武
野
紹
鷗
が
茶
の
湯
を
開
眼
し
た
定
家
の
歌
心
を
知
る
こ
と
が
茶
の

湯
の
心
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
遠
州
は
珠
光
―
紹
鷗
―

利
休
―
織
部
と
受
け
継
い
で
き
た
茶
の
湯
の
侘
び
心
に
王
朝
を
代
表

す
る
和
歌
の
境
地
を
加
味
し
た
「
綺
麗
さ
び
」
の
茶
の
湯
を
大
成
さ

せ
る
た
め
に
も
、
定
家
へ
の
心
酔
、
定
家
の
書
風
へ
の
傾
倒
が
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
綺
麗
さ
び
」
と
は
「
遠
州
流
茶
道
の
真
髄
」
を
称
し
た
語
で
あ
る（

11
（

。
つ
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ま
り
定
家
様
は
、
遠
州
の
茶
道
の
精
神
を
象
徴
す
る
筆
蹟
で
あ
っ
た
と
推

考
さ
れ
る
。
ま
た
遠
州
の
定
家
様
は
、
主
に
遠
州
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た

茶
道
具
の
箱
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
茶
道
具
の
箱
書
は
茶
道
具
の
銘
や

そ
の
由
来
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
道
具
の
価
値
を
保
証
す
る
も

の
で
あ
る
。
遠
州
は
茶
道
具
の
選
定
に
際
し
て
、
和
歌
の
歌
意
に
よ
る
銘

い
わ
ゆ
る
歌
銘
を
つ
け
、
銘
の
由
来
と
な
っ
た
和
歌
を
定
家
様
で
箱
書
し

た
。
遠
州
が
歌
銘
と
定
家
様
の
箱
書
に
よ
っ
て
次
第
を
調
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
無
名
の
茶
道
具
に
名
物
と
し
て
の
新
た
な
由
緒
が
生
ま
れ
る
の

で
あ
る
。
茶
道
具
は
茶
人
遠
州
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
箱
書
に
用
い
ら
れ

た
定
家
様
も
ま
た
茶
人
遠
州
を
象
徴
す
る
書
風
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
推
考

さ
れ
る
。

ま
た
遠
州
の
子
息
や
遠
州
の
茶
道
を
継
承
し
た
弟
子
た
ち
が
遠
州
に

倣
い
定
家
様
を
用
い
て
い
る（

11
（

。
さ
ら
に
遠
州
流
十
三
代
家
元
で
あ
る
小
堀

宗
実
氏
が
、
遠
州
流
宗
家
に
お
け
る
定
家
様
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る（

11
（

。

遠
州
流
の
小
堀
家
の
字
と
い
う
の
は
定
家
様
と
い
っ
て
、
こ
の
藤
原

定
家
卿
に
つ
な
が
る
定
家
様
を
流
祖
、
遠
州
公
が
非
常
に
そ
の
当
時

江
戸
初
期
の
能
書
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
二
世
三
世
四
世
と
ず
っ
と
連

綿
と
そ
の
字
を
受
け
継
い
で
い
る
と
。（
中
略
）遠
州
流
だ
け
が
同
じ
、

先
祖
か
ら
の
ず
っ
と
同
じ
字
を
連
綿
と
継
承
し
て
行
く
と
、
あ
る
意

味
で
は
、
茶
道
の
お
点
前
、
そ
う
い
っ
た
も
の
と
同
じ
よ
う
な
意
味

合
い
、
同
じ
よ
う
な
重
要
さ
と
し
て
、
和
歌
と
文
字
が
あ
る
、
と
い

う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
遠
州
流
に
お
い
て
定
家
様
が
流
祖
遠
州
を
象
徴
す
る

筆
蹟
で
あ
り
、
遠
州
流
宗
家
に
お
い
て
流
祖
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
流
派

の
書
風
と
し
て
、
強
く
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ゆ
え
に

定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
が
、
遠
州
流
に
お
い
て
遠

州
自
筆
本
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

小
稿
で
は
遠
州
自
筆
本
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
で
あ

る
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
本
文
全
文
に
確
認
で
き
る
異
同
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
鴻
池
家
本
が
初

稿
本
で
あ
り
益
田
家
本
が
そ
の
改
稿
本
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
ま
た
遠

州
自
ら
が
書
写
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
可
能
性
も
低
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。ま

た
遠
州
流
に
お
い
て
定
家
様
が
流
祖
遠
州
の
筆
蹟
と
し
て
重
要
視
さ

れ
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
伝
本
が
、
遠
州
流
に
お

い
て
遠
州
自
筆
本
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
に
至
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
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茶
道
流
派
・
遠
州
流
に
お
い
て
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
『
辛
酉
紀
行
』
伝

本
を
流
祖
の
自
筆
で
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
が
、
流
派
形
成
に
お
け
る
施

策
で
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。
な
お
遠
州
自
筆
の
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
の

存
在
を
示
す
最
も
古
い
記
録
は
、
遠
州
流
宗
家
が
所
蔵
す
る
遠
州
の
蔵
品

目
録
『
秘
蔵
奇
財
帳
』
で
あ
る
。
宗
慶
氏
は
『
秘
蔵
奇
財
帳
』
に
つ
い
て

「
こ
の
奇
財
帳
の
筆
者
は
そ
の
筆
跡
及
び
状
態
か
ら
二
代
大
膳
宗
慶
と
考

え
て
よ
い
と
思
う
」
と
遠
州
の
嫡
男
小
堀
正
之
（
二
世
宗
慶
、
一
六
二
〇

～
一
六
七
四
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
と
指
摘
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る（

1（
（

。

遠
州
嗣
子
備
中
守
宗
慶
が
父
遠
州
生
存
中
の
其
の
意
を
体
し
て
作
成

し
た
も
の
か
、
遠
州
没
後
小
堀
家
子
孫
に
残
す
意
図
で
書
し
た
も
の

か
は
判
明
せ
ぬ
が
、
遠
州
所
持
道
具
の
内
よ
り
秘
蔵
し
永
代
伝
え
る

諸
道
具
を
書
き
抜
い
た
台
帳
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。

つ
ま
り
遠
州
の
後
を
継
い
だ
正
之
の
代
に
は
す
で
に
、
定
家
様
で
書
写
さ

れ
た
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
が
遠
州
自
筆
本
で
あ
り
、
小
堀
家
の
秘
蔵
物
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
流
祖
遠
州
の
自
筆
本
と
し
て

権
威
付
け
ら
れ
た
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
は
、
流
派
の
正
統
性
や
権
威
を
示

す
役
割
を
持
っ
て
、
遠
州
流
宗
家
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
注
〕

（
1
）　

藤
原
み
ず
き
「『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
に
関
す
る
研
究
―
鴻
池
家

旧
蔵
本
・
益
田
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
―
」（『
千
里
山
文
学
論
集
』
第

一
〇
一
号
、
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
二
一
）

（
2
）　
「
遠
江
守
政
一
紀
行
」（『
群
書
解
題　

十
一
』、
続
群
書
類
従
完
成

会
、
一
九
六
〇
）

（
3
）　

藤
田
恒
春
「
小
堀
政
一
の
居
所
と
行
動
」（
藤
井
譲
治
編
『
近
世

前
期
政
治
的
主
要
人
物
の
居
所
と
行
動
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
一
九
九
四
）

（
4
）　
『
源
敬
様
御
代
御
記
録　

第
一
』
元
和
七
年
十
月
朔
日
条
、
八
木

書
店
、
二
〇
一
五

（
5
）　

井
上
宗
雄
「
小
堀
遠
州
の
文
学
」（『
淡
交
』
三
二
、
淡
交
社
、

一
九
七
八
）

（
6
）　

小
堀
宗
通
『
小
堀
遠
州
東
海
道
紀
行
』、
村
松
書
館
、
一
九
八
五

（
7
）　

森
蘊
『
小
堀
遠
州
』、
創
元
社
、
一
九
七
四

（
8
）　

小
堀
宗
慶
『
小
堀
遠
州
東
海
道
旅
日
記
上
り
下
り
』、
小
堀
遠
州

顕
彰
会
、
一
九
九
二

（
9
）　

益
田
孝
・
高
橋
義
雄
編
『
遠
州
蔵
帳
図
鑑
』
下
編
、
宝
雲
舎
、

一
九
三
八

（
10
）　
『
特
別
展　

小
堀
遠
州
と
そ
の
周
辺
―
寛
永
文
化
を
演
出
し
た
テ
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ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
―
』、
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
七

（
11
）　
『
遠
州
会
展
観
図
録
』、
審
美
書
院
、
一
九
一
四

（
12
）　

注
一
に
同
じ

（
13
）　

内
閣
文
庫
本
は
益
田
家
本
と
同
じ
く
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
巻
子

本
で
あ
る
。
ま
た
本
文
の
行
取
り
・
字
母
の
選
択
が
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
益
田
家
本
の
転
写
本
で
あ
る
と
推
考
さ
れ
る
。
以
下
に
内
閣
文
庫

本
の
簡
単
な
書
誌
を
示
す
。

　
　

巻
子
本
一
巻
。
表
紙
題
簽
に
「
小
堀
遠
州
侯
道
記
」、
内
題
な
し
。

定
家
様
の
筆
蹟
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
、
幕
府
の
書
物
奉

行
で
あ
っ
た
石
井
至
穀
（
一
七
七
八
～
一
八
六
一
）
の
朱
筆
に
よ
る
注

記
・
校
訂
が
あ
る
。

（
14
）　
『
補
訂
版 

国
書
総
目
録
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九

（
15
）　

現
在
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵

（
16
）　

現
在
は
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵

（
17
）　
『
辛
酉
紀
行
』
項
に
は
刈
谷
市
中
央
図
書
館
蔵
村
上
文
庫
本
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
内
容
は
『
柴
屋
紀
行
』
で
あ
っ
た
た
め
記

載
し
な
い
。

（
18
）　

益
田
家
旧
蔵
本
は
以
下
の
図
録
等
に
よ
っ
て
一
部
影
印
を
確
認
で

き
る
。

①　
『
遠
州
会
展
観
図
録
』　

審
美
書
院　

一
九
一
四

②　

益
田
孝
・
高
橋
義
雄
編
『
遠
州
蔵
帳
図
鑑
』
下
編　

宝
雲
舎　

一
九
三
八

③　
『
遠
州
の
数
寄
』　

根
津
美
術
館　

一
九
七
八

④　
『
大
名
茶
人
小
堀
遠
州
を
め
ぐ
る　

茶
道
美
術
工
芸
展
』　

青
森
県

立
郷
土
館　

一
九
八
六

⑤　
『
芸
術
新
潮　

一
九
九
六
年
二
月
号
』　

新
潮
社　

一
九
九
六
年
一

月
二
十
日

⑥　
『
特
別
展　

小
堀
遠
州
と
そ
の
周
辺
―
寛
永
文
化
を
演
出
し
た
テ

ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
―
』　

市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館　

一
九
九
七

⑦　
『
関
西
の
書
家
百
人
展　

併
催
／
「
小
堀
遠
州
の
書
」』　

産
経
新

聞
社　

一
九
九
八

　

⑧　
『
小
堀
遠
州
「
綺
麗
さ
び
」
の
心
』　

平
凡
社　

二
〇
〇
九

（
19
）　
『
徳
川
義
直
と
文
化
サ
ロ
ン
』、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
〇

（
20
）　
『
定
家
様
』、
五
島
美
術
館
、
一
九
八
七

（
21
）　
『
澪
標
：
大
阪
古
典
会
創
立
九
十
周
年
記
念
古
典
籍
善
本
展
観
図

録
』、
大
阪
古
典
会
、
一
九
九
二

（
22
）　

津
本
信
博
「
小
堀
政
一
東
海
道
紀
行
」『
近
世
紀
行
日
記
文
学
集

成
一
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
三

（
23
）　

注
六
に
同
じ

（
24
）　

遠
州
自
筆
本
（
巻
子
本
）
の
複
製
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（
25
）　
『
冷
泉
正
統
記
』
大
進
匡
聘
著
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
成
立

（
26
）　

横
井
時
冬
『
小
堀
遠
州
／
本
阿
弥
光
悦
』、
裳
華
書
房
、
一
八
九
六

　
　
　

 

遠
州
が
定
家
様
の
神
髄
を
よ
く
得
ら
れ
し
こ
と
は
前
に
く
は
し
く

述
べ
置
き
し
が
今
ま
た
左
に
一
の
佳
話
を
か
ゝ
げ
て
ま
す
〳
〵
其

事
實
な
る
こ
と
を
確
め
ぬ
。

　
　
　
　
『
校
合
雑
記
』

　
　
　

 

小
堀
遠
州
政
一

號
宗
甫

は
茶
之
湯
の
達
人
な
り
ま
た
手
跡
は
定
家
卿

の
筆
の
あ
と
を
慕
ひ
習
學
て
定
家
卿
の
墨
跡
に
見
ま
か
ひ
た
る
と

な
り
あ
る
時
加
賀
大
納
言
定
家
卿
の
筆
を
一
幅
買
求
め
ら
れ
遠
州

を
ま
ね
き
て
こ
れ
こ
そ
と
て
そ
の
掛
物
を
馳
走
せ
ら
れ
し
に
遠
州

み
ら
れ
け
れ
ど
も
か
つ
て
賞
美
せ
ら
れ
ず
座
付
何
と
な
く
物
さ
び

し
け
れ
ば
取
持
に
参
り
た
る
坊
主
な
ど
遠
州
に
さ
ゝ
や
き
け
る
に

あ
の
掛
物
求
め
御
覧
に
入
た
き
と
て
わ
ざ
と
今
日
貴
公
を
請
し
申

さ
れ
た
り
定
家
卿
の
筆
な
れ
ば
一
し
ほ
御
譽
被
レ
成
候
べ
き
事
や

と
い
へ
り
遠
州
う
ち
わ
ら
ひ
あ
の
掛
物
正
し
く
我
書
に
て
候
右
證

據
も
分
明
な
り
依
て
最
前
よ
り
心
付
た
れ
ど
も
馳
走
に
我
手
跡
を

い
か
で
譽
申
さ
る
べ
き
や
と
い
は
る
ゝ
に
坊
主
共
そ
の
能
書
な
る

事
を
感
じ
て
返
答
に
及
ば
ず
興
を
さ
ま
し
け
る
と
な
り

（
27
）　

小
堀
宗
慶
「
数
寄
大
名　

小
堀
遠
州
の
書
風
」（『
関
西
の
書
家
百

人
展　

併
催
／
「
小
堀
遠
州
の
書
」』、
産
経
新
聞
社
、
一
九
九
八
）

（
28
）　

遠
州
茶
道
宗
家
公
式
サ
イ
ト
「
遠
州
流
茶
道
と
は
」

　
　

https://w
w

w
.enshuryu.com

/enshuryu/　

二
〇
二
〇
年
十
一

月
二
十
八
日
確
認

（
29
）　

小
松
茂
美
「
定
家
の
尊
重
と
定
家
流
」（『
日
本
書
流
史
』、講
談
社
、

一
九
七
〇
）

　
　
　

 

遠
州
の
あ
と
は
、
一
族
悉
く
こ
れ
に
倣
い
、
定
家
流
を
書
い
た
。

と
り
わ
け
二
男
政
尹
（
通
称
権
十
郎
、
一
六
二
五
～
一
六
九
四
）

は
「
書
体
父
ニ
受
テ
又
一
風
ア
リ
」（『
名
家
全
書
』
巻
六
）
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
出
藍
を
歌
わ
れ
て
い
る
。

（
30
）　

小
堀
宗
実
「
小
堀
遠
州
と
定
家
様
の
書
」（『
定
家
の
も
た
ら
し
た

も
の
』、
翰
林
書
房
、
二
〇
一
八
）

（
31
）　

小
堀
宗
慶
「
遠
州
所
蔵
道
具
目
録
考
」（『
遠
州
の
数
寄
』、
根
津

美
術
館
、
一
九
七
八
）

 

（
ふ
じ
わ
ら　

み
ず
き
／
本
学
大
学
院
生
）




